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Pι P i P颯 ηヽ聴 勲PA_ハ  か`3°

Httlλζ鷺削群鷺ム1乳琲‰)

JH´r,H″ノ 耽 O cPs)と ,o5(d。しゎθ▲十 日-1′ こ3′)Jメ ■lH-2′ f、 46Pの

○

β

●

●

む

P

θ
　
　
▲〕）　
ｏ

(鴨)

淘 ∫榔 ■ ト

し脇 ふ臨攀、鷲勢文 tt琴 ン , SFon%,ei- fVi"h*,fl

スパ ~テ レ`イが 亀爾リルt, loo° cり時 輔議メ畿1

して ぶう ?m- r\"-
轟めセ澤孵鏃郷曜識議ず哺 好、,。

・                  86・

轟ギ総

16。

F_Jぐ 卜枠
｀
うプ.だ



む

0

a
*?o/i,t7"

U y ugun 3 IJ.; zsr!.t*t^ h"-1Y r-Sf,^*1'^
r 

.X *K -?"s? n,p

P P c J F(o.prf , m#* dApdn 0.3n ) D (n't+- #$s*dA5

dg o.4l ) '

め -OHみみdM移藤∫
ハ
SPハゝ

‡00.D.2■ itち lM(薦 H苺ヽc03与 o/vJ′ 蠣 基 碁 滅 :〔

鳴仁籍鵠噂ギ上ユ琢ヒdム霧)

略ヽ,ギ 轟 脚 粋1,2蒔 明 ヾ tぢ ‰ た囃雖ぎれ るが ,

ハヽ ハ
S略 与9争爾 い山 鷺 じじ なくプk鶴磯されなも)。

わ 伽 轟 違 か あ L_0鶴 椰 蒔 s諄む占磁
…

が PttS轟句 TO,p,2'I卜 lM(N‖ 4)ュ こ0346浄■,磁 蝶島域諄

疫 t2o鉾零ん )l。 ぃ 1セ 才口売)♂ 弩計む 230ピ 、 しι

3ずcず 娘凛螺機 づ 場。 総葉ヤ P哺 ヮ、も、薄摯来級 .ヽ

鶴バあて,5崎期ず し、キ%′ 18時間 t"19``%永得

うJレL′ ノノι`
Slを「事LL・

ηを4「a TPT,■ ′●・・‐o椰 り61え :θ rl,ユ
ζずπ"弯鶴%

火解 じゎ ろ″

Cp・ く酔 みギ0紘t-6
fIAs lo o.p,r.qr {a r a{s t*t4 bt*fu

●

嘔

lM_a_。 _崎

魏黎感崚 (2。 し議3
te

0

メ ▼、マ 4oレ£:

凛

句 ギ

鮮 ｀

40



dra r- t e+t 2oof1.* L a r grloc, lt+*fFnq n"r^bat"e

3a"
― P・ )ヽ ,議桑基費 2●卜1,2時 間ずれ総 ttクk鐸 さ

れ 為 。

F/A3、 ク臨 鐘誤d各 いい1(1鴨椰ゆふ)七 'ぉぃよ轟 pな 機

魂しノPソト電患減 _」ばし`、奪ら。霧螺 き督
l亀

し,Pソぃ:"

減沖じr2職 奨鶏 し■鷺水韓寸ら。 わ札′t‐ 五θ篭1静

Pン総灘纂場 し,臨 1ルリ

'4餓

継4■轟 9ホ 銀ヽ でゎっふtぎ

<轟 る。 すぐ凛 轟 t鐙 ゥト1'書 ′静色力濃務午忠輝 鳥

。・ 望ダ称ず }金な真爵ぉ多′躍トベ♪響Ъ…・ 'k(∫
。Ml―一

50´颯ス)tヵ 口ι t J<寿 霊 り ′ 盛 1_囃
"し

月 tィ畢
=

る o氷 増 tr 2S〆認 a CHd3´ι・ 2●鶉 供 可 ら 。 曲 藁 ゛

″‐″堀む泉あ
.・

留■■3。 髪4b。パ _パ″ηロ
マ トグ ラグぽ ■・ θMル SP沸 こpJ F。・1`′ 力晏絆 。av)
じ
～

な SO%的バJい フk200亀1に 基じ,多れな準井

ず方しtお じ′ 同じヽく冽(1りやしたoヽ N″ No・■ t―

2oO潤t紐力りも′◇
°
ず204お く。 しれμ Dov路メ50X8

(P■ご
晋 ― 綱

減)ttt Lて マわし,デ 颯ル・
かヽ

′朔じ八録飾Mの 2レ嘱Xノ

'c悔
めヵラムを漏司o鳥λ騨

88

,

0

l●

●

●

″

●

む



じ

ηnえ QI。 えPォ Tぶ靱 澪び・二ちl騎 M』 .メく■“え )ヽノ 塊

轟tな り払すら。碁蝶か,共■バ_ク ロ々 トグラフィー

■T調バもて′鋼
〕0ヽ 4° (魔ぷれ・i3)に すこい

・
遊掟t

もつ鑽磁舟′― ci匹 ず窃80 腎お。ヽSPお 受七^仏

写′Ψ 祐
,3も らぃ卜.ゝ月1出 ユわ“ぃ

。λ轟 3o午“ぃ
2ふ争か卜。(凛・),入戚12■ 3、翫瞥瞥

.

PPC:D(。 ,■。′.月ドすo、 i3)

P'P: P縄 撃Vo PP′″′ ●・93.

ヒト番L♂狩Ч汗よ■臨 脚戯をPl「品 風 3`募じ

‰設の鬱ルバノ移魯し′魂感 セ零去■
`6職

瑾ルド
メ ロ ttt L t′ つれを響去てるて,角 を縣 ぷ着ム

「]ll鶴妻!彎l税町
dギ

l:『『ごト
(じ 才し以繊ぃ,こ電

=河
程ぃ?去 躊′′ぃdl tた、P tl翁 いて

行、L′ふ攣1事球輔 箱7■・ヵロル参。

しれじ OMF2"itわ i■ 票に ,≧水 に .し たノλご

x,OX8 CPIaハごr■
“ 伊

しれ)二 li tわ LZ′ 募 4
セ響 去■ 3。 裁多壺 1・ 騎ル『ご蜘 t ttι τ,2ヽ回 響なし

′ 崚ン盤じ ,MF
lξゝ[frtFζL∫「」薇菫il::Lノ輔 七 0ご5′噸 ィ

い
　
　
（口▼　
９

8貸

●



番 ■ 3。 及ん縫織数 lo発 ず 誇 ピ日在 碑 .

25日竹←,コ %ぃ薇濃ネ lo凛 ひルL‐ ′雹毛
〕時閣ち`き。

3姦
騨 十戦軌 tザ蓮守る。残森む櫛‰

P》ldゞ L火 ずよく,福 ちヽ が議マ裁史む聡t,おぬバ・

ン ジ ソ■・ 2:我籍 拡 じ ′現く櫓t響 去 じ ,Pyけd凛 lo認 ,

撼 劇 し

'臨

豪 。も:準醸 ′へQttc赫 し。臨 戯 2ヽ S鶴』鼈

場L`を湾itュ 戯爾疲壼鴬秘。
I〕′Jい二4多 水ぶ縄 セう磯ふt率 鶴tL轟 ノ監)轟 降3時

「。n■ t,朝 ´
秘んoPo―韻 t議通蓋■群参むtじ め rざメ、ヽ9Jく

■k31』響み驚くり盤て。藁壇洋裁N目3水 十o轟〕ヽリロふ

韓 レtt■,3靖翻・おら,鋼―ン P-2■わ■ カ`

ιレし,テ スびし―タン1“覇許罐←tりな]ろ 。

3れ t:00ハ醸 a氷 移螺ェ ノー酵針驚セリ,OV総
りく■球りた1碁 て,λへλX 2つノハト.T∝鶴卜0"ぜ 窃
、た。

気1共色τ脇■富ぶ放慰凛
PH 7ヽ

5(な JttPI,J)a賜 幽 レ
グ

ル0■メし
ず

)たす。 し越

ψいC毬ル :ζ鳳 ノラれユ島 90ハル仏卜・潔ルο・2g_0、5

●

CI

げ

●
　

●

．

Mに 酔
めスル嶺鍋νし

絆
J協議 でえ じ′脅 後に l簾

|｀
｀

む

●

90

ょろ4菫し4)ィグLぃ 方」脇L



摯

●

tト グラィづ― )嗜 9(3ゝ J参

「象のT∞.13:瞥レ 轟りで

,ラ ムを,,M矛集な唸む

1獄 bXl轡7え が
' 

暉Mし

裁,T。 為 i3o。。).2・.の 砲

纏移れら。脅参機の夕縫t

tル●わてノ毅鵞 げ去tく り亜Lし tノ あ椰蔽 七鰊趣′
3技 t火膨ヨ酢 しヽて,■ ″手韓いくいくしt,メサ増レ
みで

a)8個 以下の鑓鰻 ひ 成 T郡亀 φ懲こ を捕 も冷 饉

ノ ま鳴懇 c^パ ーバ ー ク ロィトゃ
毎ラクf一 tし ごリ

鋪羅 し み。懇 暑 め援 "tAに っソ■1ち 下躊鍼 π・鐵

繊鸞衆ル tぐ 懇Fヒ 絶。

ふ)平私.會 4も V́脅 q』
.

み
:貧 ιヽ-11・

^織
残 を 騎 亀1続・lC諄 撼 tt,。毬。ぉ

M ttrs TH゛ 機
鮨

ン PH■
'tetり

Mふ 鷲 錢 .‐九 っ

たo 'じ鳥Lo仏般爆21んじ td~つ ):ぃ xl発 c―レい

け,采 象轟鮮盛L.・鶏 っトィ穏L′ 暉M晨藝非病 呻,。、ぼ Mプ

窮「ボご亀[ぜ;  範t二鷲
鼻脱鼎fFttf)_1雪l眈薫ガラム■・量つりくいグラディ・・‐~■ 3。  0、 3o― o、 0ゞ関

lb

●

い

《
it

●



Naユ 爆 _絆 鳳 :品 Ctttl■ )。
叫

降
「ぽ

す` 0,4口 N偽崚 或 鹿 ぁ た リ マ粍思島 二れ 名。 ここ欅谷

りゎ た各 雀 運恥lて ′」Kて
｀
譲b34彗 し ,す め て ノ小 さ々

DEハニー●感 豊解鉾 (銀働颯斗.懸機 彎 )の ∂フみ ほか け

′ ttthし よ 為 じπ撰 懸 む秩 も:夕を a lM― 動臨 。磁

L ⑫И光をM惚 ず魂 曇 じノノK tt θ勝ふ t⑬ 供 む<ジ 瓶

漁 腸 を除く。

C'F卜 彎》もL‐A難
gO気農 め 永 欅期酪じ

・ ),選 めE― GJ震麟九凛 cぽ
″
理 ,′

1。鶴 xSi籟 碗 鳳 蠣卜炒夕 ょ 纂 か 亨 ノ ス解巧詢じで密;■ M朧
集 ず o、 Oos N闘 故 守,0亀 loャ o、 警OMNれ 曖 ぬぶ 鵡 ・

望 聯 ∬

才 I愧
孫

Й 脱 鴛ヽ 鶴

募轟 cぃ バ_パ _ク ロイ トグラフィー タ"嚇簸 し亀

セ鳥ォ,性 3み鍋dを永び轟
蔵の〕亀戚t春 3コトのキηレ

60た 』塩集餓 t力 L.)今
α打りヵD徴 し,嗜イれ,o、 s犠1の フ豊メ`_,レ 蛯́3が 毛
リデ デ /薩纂 鷹 o、2写 ふ滅 彎翼澤憩L′ ィ』ンを ■ ζ′叙 ヒし ,

IS夕雀に 4`ts t摯 ;甦 1ら 。   ゛

率 R、
=Ⅲ
ふ. A鐵島飩′′ 難s塩 .T`ノ こヽ彙・8‐,暉 1工 t,,卜 .9)._.… …i

9■

癬

,

●

●

dl

,

ゎ　　　ハワ
　
●



彎

け

凛れ 庸 l亀 錨 l嵐 ム 筆 ド 1帯
ハスク 6●浄1と 0ロ ニてノ′会計

=600ン
威 ヒじt′  3ゞc

ず4時間 ム鍼転t嵐電 う。 みれ 驚纏鰈 Qぬ バー′ヾ一

θむ鷲卜 η"夕 々―ザタけ,経麟慮曖‐銀驚氷7"募儀レノ

セぬζb ttOw年妥髪幾 |ぃ威 t勝 3漆っち 0々ェレ

ダールリにしり,Pへ 冷綺 七ずろ。講永 峰ノな わ参
,3.

9-βトーピーハMPa_。」レー 硼 出 な轟  tDM

「
…ネ Ctll)■ 鶴ユt=基 し′4o%NαSH永募疲 o・Q

ふ受 t,bιπ酸粽雀じ■墜墓ュl巽詣曝ゃ裁也癖ろ。 P47ゞ
Q遷 撼 承 無 ず′濠 メ→^着 来 を確 めてθヽ 5′ oも lN HCF_

ザ守和じ′募凛む響次し,永む赫口こモデJみし′ぇ′晨
を 鰯 去じ ′ 蒸 tし 募 tt,DB46′ CttЙ猛2瞑瞬 (レ範.4-

錫簸像 彎 )′ 2(膳 X god、 ι二め`け.9Bも ,M-0、ュぽ

舞夕a―・轟 は
鋭ちL“雰L「∬

°

件 ■ ∬ :職 ギ |“ ～ トン を楽喝 轟

礫 t響表 しメ蒸を力り多π番鉾|コ
響薇セ<ッ 進 し6二絆″

警籐 =J轟篠 じク嬢 夕球鼈鸞 寸奪o け尋ミ19が ・

lb

・　　　ハ▼
　
Ｓ

98

●



じVb鷹け〔:λ

  ilI量  li

ιxl。,)″ x濯蹴′2`l

・馴 ⊇ξ牛…r'
2マ l、N小

幹

PPC I 傘ャハ′ 3(l、 3年 )′ CCも、61)′ p(も、
`も

)

£鳳監ll顧 1長:奪鯉

R3年 ぃ ぅ 藁 υ―卜 卿えCa・
Pt●

…1イ′
―D― 御 歳 中

_

脱 重蔵 ∫留 オ 憲婚 どl■郡 凛
t'S綸』な力?ι ′ うにた

.す

で,ジト嗜醐ktよ く所ιっく ノヽ3て

′(b〕 時間で彙たよこ雰け,.じぃ後′河く発すトヮo寺

Fnq散塁じ′ シれに
=´ ブν をタロルπ立地 し′力躍辮

衆t脚二t慮し,1遺7ンもニア2い うらアウカ嗜ヒし■

, Dowtx IX2(Jな 略 極 聖 )卜 2●颯 Xt負 0め ,次
・

こヽふ サ′来薙彼 ′ 0、 2Nギ
1輌
鐵て"j島惧可 4。  oは ′駆

″

ん盗(十卜・1∫ 一l午0)t蕪 恥
t森縮し′求書師‖職彙■る。
)/o )

U V oBr+( t. 7.h l8r. S ^F 
( t.:J x

*,42 i.l-. X""lI. )"2-+*f C,.tt+ Xtot)

q4

l●

,

,

●

●

●

．

lo｀ ). 入麟

292年
r(2ヽ

アヽメ

●



0

x,tll f*to, a+nf , tr lg 284.s*f.(r./. xto+),

}ff z+t.s*,f
P P c : p*,,| {0,10.r pA o.tr), g(' o.l0 , yA 6.-uQ }

O (o, lt.rpA o.t*)

PEP i Fpa-n 0,93

(bl〕

む 耐軸≠轟X♂ 画。χ
l謝鶴t塩寛

1勇

盪Pyいld― 奪0極資 を加えノ
℃じ′塞礫t瞥次す1。 しれt電 機未 陶けdtt t,oL
τノ 軍`鶴峰ぽ11喘ど(り L色メ項「・

をおみt弱卜し,Dcc 416ハ

ιで'21蒔問羊伽蠣 する。未
=1恥

湖 力pえ t, 雪幾
}β押 1射輌灘レ′ヂ虚レt′ がえを論 10oハ設ι.騨職

■ 弓。 織 薦 デ
｀
豊 し′ 乃 沖 ェ ー

ヵ
ν 4o綸 fτ 3゙回 抽

供しノ未膚ζ′Dowexは2(d~摯 )′′年_χ・2犠
鼻カデム13か l夕 lo、 01ド H.“ τ雰供■■。 いユ′畝―

Ъ arilli111写 鼻 tノ lit為で 輪 :
る。 )″し:Li、 2著弓歌

‐
ハHtt tCか I″ ノ″ :し ルヽ糠成

摯力 見′力 ノヽで
1轟

Cet●喫 ?ぃ受モ加して豊 力 し
)

Attt_,裁メ九″ずぇって革別Lず 3oじ a齢求を2剥

の水に_=β募じ)='ノ ずンを燿ら■引ν難 じ′ずオ
・

D

●

，

0

0

やS



製寸■。 彎■単

努権ずじっ、タ

94/・

(■ふoOを みよC

こ

l●

tヽ23

9-3い 一S仁 ハMPa 4-静 畝
デ

ほん
Ⅲ … ″ ′〃年ご「 ツル ー

4Υ
ノ 叫 ・ Ya濶厨 職 Ci4番 1)ヒ ぬ塩 (鶴めギa_i」A‐

ぃ μ t)0、 、 準 司 盤 を み 卜:d凛 だ 履 ι二″颯 し ,χ こ

卜れ れん離炒りふ′ 6♂cず 2蜂ス綱子妙り患ずる。 こ参し

て同義に後だ し■/pE4F― C製蹴2馘にごほc¨bo憾―

也Ψ).2cttκ 4oこ鳴 aカ テム t3か け,0、。′M～ o、 l

Ma彙 覇々
り1峰 械 叫 餌 αИめへ・ tあ

"ル
レ

PH■
5

oぷ 叡 海
ン嘔JFttt(雀骨 42)で 霧 ユ ■1. 國に

擁乱ポ鮮襲卵Ъヅ武∫γ輩甦
練燥寸霧。

缶十=γ
:や晨螂0)プ参t島

PI′ P3 ~dえ ´C P″ _c^PtOadL″
"嘱

νttdB,lP一
Fツ

ト・ 山
″

μ atた  〔ぶ4)

?― sH一 gι
ttP A CM′ 6ロ イ勧 dしごr― ル 叔 t Osな ヽ 姦

t ttК
 Pソ ト,dh直 マg溜崚 ヒ,MF`鋼』L墓し,Dct

ユ48ぃ
1('｀

4■ )を加んて,6ぴ c′ 2時 F03襟′甦tt

o。もなふ。ム a pcct″ 二て′60° ず),キ間 ,p義寸3

0 轟堵に後史算現し′,Eハ
`″

缶メLふAC楓ぁ銘卜ぃ型 )

96

げ

彙
　
●

黛

0

●



お

む

む

鹸 犠 X40C幅 の カ メょ 爾 、り 10、 輔 鉾 輔 攣 憾 議
鍮

爵饒 %罐 臨 難 c臨濾砂懸 簸 達甫鯉海 簿》鶴纂誓聰 ″
Ptt V・

も の

拠鰊 時
励

鳳 j…
七鑢 は 3ル 》 ず 薬 じ 縫鑢 』 も、ふM～

0、 毎 辮 ず 錢妥炒 %爵 わ P曜 9ヽ もの ム 憾 飩 絆
ふ滅F感 ノ 費

軋:う l「Nよ i鵞 1滅彎憮lh蘇ず顆
衰 む准 ゞ濃 "電 。薇 成 轟織麟 寸 る。 囃 幕 33X
輪l・T:ゞ』書,農 (lり 恭就

心     〔彗3〕

》¨o璃 一デ ‐―
』 MP tt cM=ふ 。xa"と ば蓼臨 鶴 ズ臨 錢 鬱越れ 、 譲

燻《轟 よ 綺 ふ
麒みまぷル顧 念。犠戚 ど o図 F繊鵡 越 ばに 与

か奪亀 o、 濃熱鑢鹸 竜ね み.30。(■ 癬゙靖下準♪罐に奉

歳 薦轟ざ懇濃濾 卜翁か鯰け(′ ジ豊ハ懲′儀な嵐豊銀
こ鹸 解か 。鸞卜機 や 〕 ① ヵ ラ ム 等 か :サ ′ o、 ゆ1関 ～ も、戦 訥

T鰐 武濾 簸曇
り

を
評 琴 伊 藤 鴻

で
委

鑢斌 場 。 鬱職
許

盗。
・

跨 嶋 C卜・ぷふ′v23S》

議襲核 :嗜 撼。 銀轟 6咽 %
絣罐聾:檬 ,贔00)場 浦′

(38〕

臨 藤 趾 七 聞 鶴
鑽艤 汁

機 鶴 ぶ鬱灘 感 感ざ臨 識

い

お

●
魯

●

●

靖貿



o.雪 鍮 柚 。ふ 議 qゞ麟 曼 醗 驚 κ  ttyttF轟離 tD諄 驚 ぶ毬 應

:t纂 し , いこQ卜 ≧鴨 螂 醸 鍮 t鑢 ふJ ふ♂ c電 も
ょ 鉾 鰤

新″鴛委 …真 漁鳥 さじ′心 秘に奄 爆 彎 bま D選 漁驚～

伍 臨 ゆoな くⅢ 麟 レれ 鶴 L儀 響 )2ぃ んだ 4も ι姓 働 汐 ク
^

ι多か す ・ Ot OI～ Q、 雪諄 丁郵 鐵
■ 静 レ

P‖
胃ヽ 50麟 羅 彎

騨 、」1算tt撥 量 4£ 》ず募麒り,醐 紳 α悠鰊

t,榔掟、卜 :ゞ lvtマ 3を 鼻懸て畢無 罐レ鼈 難

は 電為糧 撃攀 9憲 %,ヅ′躍ゞ 事警晨(10)募 戚 。

●

●

げ

量 ζ彎〕

守I徊 ゞ 警
臨 時 議 纂 鴎 鱒

炒 メ ^恒
CMttX轟

・
赫

dT躙じ漁な も Ot↓ 電 輔 魚 篭
`Pyば

ぶ 繭 も0馬腰 rp綽 審 3´認

tt磯 じ′ occ o、 キ戦轟機鬱漁 警館 ↓′ぽ cょ疇 憾準衛

施[F雉颯灘麓覧心机戚饂鳥ふ箕

揖上鉤珀ぶ撃l鷺雛I慇卜[l壌
経寧じ.職 ぢら゙ 鮨 6o%゛ 統盤ゞξ寺1慇 10)壽八ζ

8′ 3生 鈍 も 轟 ″解―
― ―戯

ぶ
oわ ごρ

⇒ ´」躍 麟
午 _F´

μ電メ)a」曇 ′れ Cン囀統θメv酔・Pvメ
~ふれ出

り 獣d融 ,10a4.―,曜ば晦 0絆ピ ル 甲 膿 ふ rtt F

ケすたす3■ 卜・ 悔 脚福ル出
散 ′め` 9翻雛 tじ 晟ん じ:億

Ｌ
　
　
（ワ
　
．

0

●

98



む

闊 し亀》仄鷺縫鸞楓摯轟で・冷離:与 帰c

餞をすずュ奪,議申0浩に。

せ　　　▲Ｕ・　
・

0

●

竃q



0

"

ご

.  ● |

●

。

0

●

:00



Q : ぢち文商贅

t     t)■
%鳥乱氏 銀 k、 撻lЪ轟劇は。ょ′ア=“ 叔 ,臥誤 .′ ム も

`3(:160)
崎 標、■亀黒螺だ仲、こHl■α《狐 ′Chth、 ?臨 ・搬 v豊 亀午 (116陶 )

J〕 ミ鶴常 ′難 へ:裁醸・道なt′ ‖も8年 ■1鶴 ′ゝ ηυオ今卜っ 4■苺

燿哺.           ・

→ ●■ 寧
4ふふ″へ哺 H.Gok為ぃ に ■ 亀 、Cヽ鶴 。黙 くソ鯉 6コボ■,め

・  91よ塩|よ驚ななザ
嶋
ド
出は中` ′λ臨

6)A・ Ц ,鶴ミcム J配乳ハ(沖へ :〕 ,C聟犠M攣ぃちett′ t331く ぃ ,1)
°
     1)AlM、 私Adは山試 ′ 籠ヽ入ソtRt tt162)

3)A3単 .MttCよ」`Aぃ ′ thMソ 1、 sn tヽ 133)

1)R、 ミ、議●史LA6ぃは R`К 、黎

“

島
“

′スAttt Cヽくな.3ocソ 鎚 |■4■

(11も年》

t。)A、 S=〕響
“
麒 Dit、 Wes… ′N鹸 ′L艶 1603(1lSl)

。   D KoW。
…

′ゝ `曇 ・ゝ q彎 ヽ
今
銀 ′LJ・ 。1`b)

・
 

い

障 ゴ

Ⅲ
・

れ眼 ′Bd二 警
・鏃 1鯉

・
い Sl

9
お)へ。M。積翻麟

`薄
A4S,Hヽ And口い ぬ ′Cha.〕 。転 リコ

'1°
(1lS l)

r$) R.l*"$$ s,".4 S,C. Ax6^*rql/ BID&gd*.BAof*^6 . Rcto-, ?t

$o | (1q66)

l$) l'1,I.&Ao^o., 3, tXarrqi o,,f M,lfu,v.g$u$1 Cha,o. (on^,reraa.rlrp

o (rqrq)

t0t
!?



,

lo M。 ■観 .Aへ .AA S、 範 鑢
ポ ′ChRQ4_?t_a嶽 、′ュ 〕僣 (n`1)

ドリM、 ■』L4し″民ぃ継‖、kぃ誠
"′

TttbムM墨卜 ′軍 年■
'1(nη

り   ,
tO M、 k亀轟湘、J睛ょい、К鵡 ′もヽ 楓 ?ヽ鶴い 踊ヽ翻b範 ■年鯛(lηη→

n)M、 ミ為島氏、′M,“鋳鵡ぃ、麒 Yl憮劇L■4n～ヘノ鷺轟嗅偽欧Md喚 Lこ麟こ～ら
:

午●。り (1■ も3)

2o)じ、0、 丁
“
蒻ぃへ′ ■`亀 Nttdbこ Aぶノ

ミ年93(1135)

21ヽ M、 ■象J鬱嗅鮨武 M、К銀 0′ Cヽく臓.9極。醐 .′瞼 12ζ lClql綱)

“

M.■名鵡 縣 ′■、■～Tは 転 4τ、卜鵡 ′Ch転、Pa●― 、鏃 撃ン虹  |.
tも 1l ttヽ もq)

23)｀、■梅 臨 ヽ ′■、ヽ治
…

颯 ゝ 4ヽ試 ′臥     ′■
   .

136(tヽ も1)

導)ヽ 駐甕無′ヽ 糧織太絆′末畿 県ヽ′ドt黒鶴、,電 4ヽ、′

騒 く餞苺鐵t洋へ彎鶴t場 》
`aこ

鶴 (1163)

お)bl B.漁Q銀 4に く、へ缶.瑳L、 Q智 ノ̈〕Щ 《`h憮。′ュ 333

(lqも1)

26)V.餞 =d凝鮭′A、 R.TこJ4ヽa■ 2脚 m●4・ ア・軌犠 `島∝. ●

2Rsa(1■ 51)
l●

‐、へ。M、 ぃミもなJLttSAに o″、ミ

^、

R.■ 0銀 ′lいよン 8:も (1情5)    
き

鳩)M、 口圏縣ヘノい■`0黙 鵡 K,M● ― ,Ch・QR、 斜貼喘。1■1,

豊 631(116S)

η)S、 S、T颯、はヘリ1ふ Rttkノ 感`嗽鮭品ぃヒ導Lっ 4■ 〕

Clqも 8)

3り M、 ■風 峰 ヽょS、 岬 ′蔦 薇 懸 い t― ′Qlb

(1,rt o) ・

102.       ・

●



13.

31)N、 ■ 甲、鰺覺ごな′
■ 慾 蝉 岬 soぶたよ ■ 頓 贈 は ノ

Ch銀 や`ふ鰤 銀 ′軸 銀 り亀

1ミ 。営ξ tqも 9)
嗜

移ヽ》機、【入鍵へ躍｀訃ヽノ
撃 やヽ鵡 ∫■ ■ttMふ鷲覇いノNt■螂転こ 転 鑢T、

横錠熾風′Q賦嗅疑。9よ●― .驚轟血り瞳 いヽ。 (tヽ も場〕

13)磁 、も摯鯰意事良′ 丁・等ゞ と、
Qh~｀′量感 襲88:(1亀 戦0)

苺鶴職q粕、■訴還難,し りヽ、料い銀財ヽ ノ丁、いヽ R聰
  (油

へヽ■■これ艤態轟蠅鎮

)。 A狐。億氣輔 、‰飩 .′ 通量 警RttO tt禽 も多〕

務 )ム 、Dl鷺 朧 鶏 犠 o蛛贔 釈 、く 、R醐 島 炒 ,■ へ嶽 、Cれ輻ぃ 。鳥 Sく り ま Li:与 》

司日)        _(t、
も彗為

・5総 M、 ■施 鯰 黒 ′攣 tK財轟 澪 銀 よ 猥,S鴨感 ′
Ch幅 ?ヽ聰

…
1亀麟 む

°
       L it警 lξ Rヽも電)

3崎 C=A、 tttd幌」に食ノじノ l。 無 C`鶴゛
"啜

。もscソ 聖L年02守 (1負 も3)

3つ M、 い、贈帥醐抵鰺′ξ、A、 おぃく _へ ■、■、・錢 お ゝり≧、餞4集、

も入 S癬
崎

。R鰤 ,こ 0… 鞭 へ
り 重 633(1ヽ む )

鶏)フ (B郡轟 ぃ ノ
y.稜醸。駄設 。ノ上

η電野 (lヽ もい

と   1卜
°)｀ S`t｀くでH、鑢 ノ薇 M`｀ ｀武ψ ノL｀ 積t JL瀬億しぃ、

1ヽ
5」こ転 よ P、 ヽ黙聰

・  鴨ドね 血 ′憲Ⅷ ∬ ∬ I取 轟ヽ ′五|:轟 転
9

鐙 年ヽもぶ (1食 19)

午苺 lL。 へ し́γゝどk餞 」kM、 怒y口M訳 レ゙v、ノ憫 'C誤凛 ,d幽ぃく ぃ躍 ン

216年
'(ヽ

禽も年)

鶴)丁 ′近コは象議員 ノ:トハヘソ彊L t060(116b》

彎 A.桟 膠鶴′s、 c妃脳こ供dに ぃヘヘ 〕.Xいよ 疑 ノ熟道も 還L

り      ■33 Ctへ も角)

f●

:03



g

噂 毎 :い、為曖 螂れ
メ 耳=A等、Q根転 ・ゝ 試 1ノ lEユ tbl Ct161)

46)S、 A、 鶴節
…験 r′

T'卜1、 撫豪維 a轟武 い、角、卜」騰口,、
`月

～
●`ノ コ1今～へヽ    魯

Chttt Ъ∝ ソ1迎、ttSt t暉 もお》

")R、
K、 R感響し]幅へはヽ 僕、KJ%邸ぃへ′

y′ へ喘1転 .ゝ

“
プ誡

λヽ ■6(1恥 もっ

繋外 鼈 鶴、稿、ヽ ′鮭素ケ警ミー ノ鷲欄鶴亀本漁雄へ 遮雛支機濤ヽ 億
b)｀電磁 怒驚り逮勘 為`ヽ ノ` 蒸鶴 ｀プ曇、1麟卜11特ノ撻決嶋ミシ1篤ミL

崎
1｀不搬f賊智鷲なゝ:ぜ

い転Kま軒 σ
い 温、無、Kよ鋏 峰 よ′〕 ?、 状 勢 山 メ

転 式 Rヽ に Rヽ越 ポ プ7,A鴨、
 ゃ

ckもへ、おК ソ督盤 午l午 は16と )

|ゞ)R、 V、 下 ン ヘ 懲 ふ 亀 鮨 Rc、 ´́、
`』

tくLゃ 1,Vi t… 1「 1ヽし

^ハ

、脅二′、́
ノ
71 An卜、、C鑢 ヽ気ぶ ッ

鸞隼 λる争争 (tte a)

れい 亀砲 鍼 亀ノミメ巨夕疇 Tノ 響1亀 憮本電☆幼物 1ヨ
1ヒ鶯亀′砕亀

壌 亀野駐 鐙tq l o)

S3)Al鶴、ぃλ感減々なノ鳴ζJこe卜極 、3いぃ」R颯くFヽ A`Jじ 、ゝ′城 8争 1(lR62)  .

釣 餞、ふ最 __ノ ■、熱懸 凱 改 は 衣
P、

ミミ熱 ′・
A憔、C瞥1。

%Qソ 粒 犠 ■|(1161)
●

")M、
X武 黒恥句 ■K`轟 囃 ■T(鵡減 軋 ′T,儡鵡曲嵐    ‐

L品 ′,o6S(1亀 も,ゝ

〕OM=ヽゃぶ機、ノ無.鷺 、       よ。いよH｀ Go K乳感 へ′ゝ ハぃ、

C臥.ヽこシ整 61Ь (lR 61)

いう■、Tλ n●.ce_」トリ 臨` `′ ■盤211(116年 )

詢 りlK“武 颯 L、 嶽、〕
…

′Aよへ軌 ぼ ぅ墟 彎t輔ふЪ》  lo

10苺    ‐

●



摯

D Stゞ 、■轟 ・ A4Rヽ積 =ゝ o4M』成ノ・
M誤 1臥訳 ブ坦 101(

11■ 0)

.    6。 )K`N'Tttt′ No9・ Kぃ脚 ′?lS。 間 最ヽ婉
…

P,0、 ?・ 磁 ′

16o嗅・
Atげ N(諏t鳳 餞覇出kt(1‐ o)

様)P,0、 ?、 ■■ ′N、 St K… ′MiP、 凸` 哺 陛 い よ0ヽ‖ぷナ

郎ふ ′鏃 `島
嵐 畿 ′■ 131‐ (1161)

ぬ)り,3-′ AlЦ,賦db乱A硫 ぃ ょKl■ =V《hH訳 よ喝 ■M武 1

喘も 駐年6■ (1■ 66)

b  略)し、惨 螂 賤 罐 ′D'A、 L岬 ― ミヽゝ
…

Lノ い。鰤 '

0   6与 )=、 かヽ 気′SlT_′ L`MiS申 いよP,0ヽRT亀

、 墨 ぶ畿 ′■ 3年11(い 10)

もリ ヘ.辮

―
へ_へ Ц、ゝ -0‐ ′第20亀響れ象 4に1鷺 シヽホ`

いう気′くlR6 8》

66)Yt亀 響 パ ゝ′餞 、■転 よ ぃ A′ ■ u頭 n′ AsNcン山 嗅 ′ミ 絲ヽ

ち は kヽ
`F、

■月ut“ 藁 鮨 嗅 KK。_′ Chい 、輌し 二 脚 lシ

・          ■。338(1161)                   :

●

ｏ

，

●

0

105



0

ご|

．
　
　
（〕
．

0

0

10C,.


